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８．研究実績報告（成果） 

 

下記３テーマについて研究を行った． 

以下に本研究項目で実施している３つの小分野の成果について述べる。 

＜動力学モデルの基礎研究＞ 

断層破砕帯など断層構造を考慮したモデル化 

 積分核の漸近表現を用いることにより境界積分方程式法による動的亀裂の高速計算法を開発し

た。この高速計算法を用いた数値実験を実行することにより，室内実験に関係した微視的スケー

ルから断層を無限に薄い面として近似できる巨視的スケールまでの断層破壊過程を，その中間ス

ケールであるメゾスコピックスケールを介して，統一的な理解を試みた。 

 

地震の階層性の研究 

地震の階層性の研究はこれまでの単なる手法開発ではなくより現実に近い不均質性を導入した

計算機シミュレーションを実施した。不均質な場での統計的自己相似的な破壊伝播をモデル化す

ることに成功した。また、その不均質の意味するところの考察も進めた。この結果は学会発表2)

され論文も執筆完了し現在投稿中である。このような不均質性の議論には過去に推定された断層

モデルの不均質性の研究が役に立つ。１０月にスイスよりMartin Mai氏を招聘し、断層モデルの

不均質性について議論を深めた。 

 

地震のエネルギーのバランスとスケーリングの問題 

地震のエネルギーについては小さい方の極限として特に南アフリカ金鉱山の地震を取り扱い、小

さな地震の破壊過程も大地震同様に複雑であることや、地震のエネルギー放射効率が大地震と同

程度であることを示した。これらは強震動予測の観点からも重要な知見である。 

 

＜動力学モデルとデータ解析＞ 

2001 年芸予地震 

2001 年芸予地震の震源過程を近地で記録された加速地震波形データと遠地で観測された広帯域

地震波形データを同時に用いて波形インバージョン手法により断層運動の時空間分布を得た。こ

れを元に，動力学モデルを構築した結果を論文として印刷した。 

 

2003 年十勝沖地震 

地震のデータ解析は 2003 年の十勝沖地震の解析を行った。この地震においては破壊が途中から

急激に加速したことが明らかになった。これは動的破壊過程をモデル化する上で非常に重要な要

素であり、この内容は共著論文として出版された。 

 

臨界滑り量の推定の研究 

断層運動を制御する重要なパラメターの１つである臨界滑り量を推定する方法のうち三雲の方



法の問題点などを模擬データによる数値シミュレーション手法で検討した。 

 

＜動力学モデルと強震動＞ 

このテーマでは下記の研究を行った． 

強震動シミュレーションのための想定断層の応力場と断層パラメター推定の研究 

疑似動力学モデル（動力学モデルに基づく断層運動の近似式の作成）の応用研究 

断層近傍強震動の性質の研究—堆積層の影響 

実用的短周期強震動生成法開発の研究 

 

１０・成果公表の方法（投稿予定の論文タイトル、雑誌名、学会講演、談話会、広報等） 
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口頭発表 
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staggered grid FDM 

ACES meeting, 北京. 2004年6月 

 

Mikumo, T  
Fukuyama, E 

Static Stress Field on a 

Branched Fault System:  The 

1891 Nobi, Japan, Earthquake 

(M8.0) 
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